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 ●  『日本民謡大観』に掲載されている九州地方および
中国地方の全楽曲を電子データ化すること
 ●  各楽曲の旋律から音高情報および音程情報を抽出
し，その傾向を令制国単位，地域単位で集計する
こと















































































































　ただし，ここではxiの各音名の集合｛C, ♯C/♭D, D, 
♯D/♭E, E, F, ♯F/♭G, G, ♯G/♭A, A, ♯A/♭B, B｝
をピッチクラス（pitch class）── 1960年にHoward 
Hansonが調性音楽を分析するために導入した数値表






















ルドは，「ラドレ」 「ラレド」 「ドレラ」 「ドラレ」 「レラ
ド」 「レドラ」の６通りの並びであり，bigramの音程推
移を用いてそれぞれ次のように表現できる：（+３, +
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W$) 1 2 3 5 � 1
X$) 2 3 5 � 1 2
Y$) 3 5 � 1 2 3
[$) 5 � 1 2 3 5
U$) � 1 2 3 5 �
lDKm DKaI0B
Y$) 3 4 � 0 1 3
Z$) 4 � 0 1 3 4
U$) � 0 1 3 4 �
V$) 0 1 3 4 � 0
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表4.2  半音数で表した東川清一の音階論
